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                                       2011 年 9 月 28 日 
＜報道関係各位＞ 
                             生活協同組合連合会コープネット事業連合 

 

～牛乳 1 本購入につき 1 円をユニセフに寄付、モザンビークの子どもたちの栄養プロ

グラムを支援～ 

「ハッピーミルクプロジェクト+ぷらす」 10 月 3 日（月）よりスタート 

「ハッピーミルクプロジェクト」過去 3 年間（2008 年～2010 年）で、約 7,200 万円を寄付 

新たに 3 年間（2011 年～2013 年）のプロジェクト継続が決定 

 
 

関東信越の 8 生協が加盟するコープネット事業連合（本部：埼玉県さいたま市 理事長：赤松 光）

は、公益財団法人日本ユニセフ協会を通じて、2008 年度より取り組んでいる支援活動「ハッピーミルク

プロジェクト」を、新たに名称を変え、2011 年から 2013 年までの 3 年間、「ハッピーミルクプロジェ

クト+ぷらす」として継続することを決定しました。本年度は、2011 年 10月 3 日（月）から 12月 25日（日）

まで実施いたします。 
 
「ハッピーミルクプロジェクト+ぷらす」は、キャンペーン期間中にコープネット事業連合に加盟する 8

生協が取り扱うCO･OP マークのついた牛乳（全 23 種類）を宅配サービス「コープデリ」や店舗で購入

すると、1 本あたり 1 円がユニセフに指定募金として寄付され、アフリカ・モザンビーク共和国の子ど

もたちに対する栄養プログラムを支援する取り組みです。本年度からは対象牛乳の購入時だけでなく、

宅配サービス「コープデリ」の注文時の募金、所持するポイントの募金への振り替えも可能になりまし

た。 
 
「ハッピーミルクプロジェクト」の取り組みを始めた 2008 年度から 2010 年度までのキャンペーン期

間中の販売合計本数は、70,930,416 本で、3 年間でモザンビークへお送りした寄付は約 7,200 万円とな

ります。現地では子どもたちへの支援が確実に行われ、栄養不良は改善傾向にありますが、まだ栄養プ

ログラムの進行状況は完全とは言えないこと、また、多くの組合員から支援継続の声をいただいており、

2013 年までのプロジェクト継続を決定しました。 
 
コープネットグループは、多くの消費者・組合員に世

界の食に関する問題について関心を持ってもらうため、

今後もよりいっそう国際社会に向けた活動に取り組んで

まいります。 

 

 

 

 

 

※「ハッピーミルクプロジェクト+ぷらす」ホームページ http://happymilk.coopnet.jp/ 
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会員生協名 2008年度本数 2009年度本数 2010年度本数

いばらきコープ 1,519,361 1,458,655 1,438,622

とちぎコープ 1,153,577 1,160,067 1,097,675

コープぐんま 1,269,704 1,250,963 1,146,594

ちばコープ 3,932,076 3,832,806 3,722,075

さいたまコープ 5,365,035 5,132,836 4,792,774

コープとうきょう 8,928,834 8,562,878 7,900,888

コープながの 1,968,258 1,854,366 1,775,991

コープにいがた 608,690 540,155 517,536

合計 24,745 ,535 23 ,792 ,726 22 ,392 ,155

●  モザンビークの子どもたちの栄養不良と「ハッピーミルクプロジェクト」ついて 

モザンビークは、1992 年の内戦終結後、急速な経済発展を遂げておりますが、子どもたちの栄養状態

は十分に改善されておりません。 現在もまだ 8 人に 1 人の子どもが 5 歳未満で命を落とし、その多くが

栄養不良に関係していると言われています。主な死因は、肺炎、マラリア、下痢などですが、栄養不良で

体力がないために免疫力が低く、これらの病気にかかってしまったり、回復することなく命を落としてし

まいます。 
モザンビークにおける栄養不良は、食べるものが足りないことだけでなく、食事の慣習や栄養に対する

知識不足などが原因で、子どもに適切な食事が与えられず、体の成長に必要な栄養を不足させてしまうこ

ともあります。また、栄養の知識があっても、貧困等の問題により、栄養バランスのとれた食事をとるこ

とは容易ではありません。 
このように、子どもが栄養不良によって命を落とさないためには、2 つのアプローチが必要となります。

一つは、栄養不良の子どもを見つけ出し治療すること、二つ目は、栄養不良を未然に防ぐことです。その

ためには、子どもの栄養に関する専門家が必要ですが、モザンビークではその専門家が不足しており、人

材の育成が急がれています。「ハッピーミルクプロジェクト」の寄付金は、ユニセフとモザンビーク政府

が共同で取り組んでいる、子どもたちに対する栄養プログラムの支援に利用されています。 
 

モザンビーク共和国の子どもたちに対する栄養プログラム 
 
・ 乳幼児の栄養と健康に関する知識と技術を持った人材育成の支援 
・ 乳幼児の健康診断、微量栄養素の補給、実演型・参加型栄養教育、母乳育児の促進、 

栄養不良の子どもの治療など、地域で行われている活動の支援 
・ 栄養に関する広報活動の支援 
・ 栄養不良の子どもを治療するための栄養強化食品や微量栄養素などの調達  など 

 

「ハッピーミルクプロジェクト」これまでの成果 

・ 生後 6 ヶ月までの乳児の完全母乳育児率が 30％から 37％に改善 
・ 発育阻害の子どもの割合が 48％から 44％に減少 
・ のべ 788 名の保健員に、栄養不良に対する研修を実施 
・ 5 歳未満の子どもの死亡率が、6 人に 1 人から 8人に 1 人に減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪生活協同組合連合会コープネット事業連合 概要≫ 
  

【住 所】 埼玉県さいたま市南区根岸1-4-13 
【理事長】 赤松 光（あかまつ ひかる） 
【会員数】 381 万人（会員組合員計） ※2011年 3月 20日現在 
【会員生協】 いばらきコープ、とちぎコープ、コープぐんま、ちばコープ、 

さいたまコープ、コープとうきょう、コープながの、コープにいがた 
【総事業高】 4,790 億円（会員事業高計） ※2010年度 
【ホームページ】   http://www.coopnet.jp/ 

2008年度 第１期 2008年09月01日～11月30日

第２期 2009年01月19日～03月01日

2009年度 第１期 2009年06月01日～08月30日

第２期 2010年01月18日～02月28日

2010年度 第１期 2010年05月31日～08月22日

第２期 2010年10月25日～11月28日

「ハッピーミルクプロジェクト」会員生協別牛乳販売本数 

（「ハッピーミルクプロジェクト」募金キャンペーン期間）


